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第43回例会 №395月15日㈮

　皆さんこんにちは。今年度第 43 回例会です。
　此のところ暑い日があったかと思うと肌寒いよ
うな日があったりと気温の差がかなり激しい日が
あります。10 数度位違ったりすることもありま
すね。
　こういう時は体調を崩しやすいと思います。皆
様にはどうか気をつけてお過ごし下さい。
　先日のニュースで御存知の方もおられると思い
ますが、絵画オークションで最高値が出ました。
　ピカソの絵が日本円で約 215 億円で落札された
ということでしたね。
　これについて詳しく話しますと長くなりますの
でいずれお話するとしてきょうはこれで終わりま
す。
　ごゆっくりとお食事を召し上がって下さい。

出席率　100％

水上喜芳君・大島　誠君・東山昕也君・本山秀樹君・
橋詰敏一君・佐藤憲二君・荒川　聡君・澤井祥典
君・小林　元君・斉藤光雄君・羽深元悟君・牧野
章一君（５/10 ㈰ 2015-16 地区研修・協議会）

出席・ニコニコBOX委員会
　髙�橋孫左衛門君―この度、日本商工会議所の
月刊誌『石垣』で当店が紹介されました。プ
レッシャー大ですけど皆様のご支援よろしく
お願い致します。

R財団委員会
　寄付のお願い

配布物：週報№ 37・38
回覧物：ガバナー月信５月号
報　告：�５/17 越後春日山 RC 創立 20 周年式典

について、５月のロータリーレート 118
円 / ドル

会長挨拶会長挨拶 齋藤　尚明齋藤　尚明

出 席 報 告

メイクアップ

委 員 会 報 告

幹 事 報 告

～５/10地区研修・協議会報告～

水上会長エレクト
　先週５月 10 日㈰ 2015-16 年度地区
研修・協議会がホテルオークラ新潟で
開催されました。当クラブからは東山

PGはじめ地区役員、次年度クラブ委員長、総勢
12 名の方々からご出席を頂きました。
　基調講演には、元RI 会長の田中作次氏から「世
界のロータリー」について貴重な講演をいただき
ました。
　その中で、「１地区で、これだけ多くの参加ロー
タリアンがある地区協議会は私が知っている限り
世界の中で 2560 地区ここだけだ」と称賛されま
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いて、当たり前の事が当たり前にでき、顧客・取
引先・従業員等の満足度を高め、各自の職業につ
なげていけば世の中に対してラビンドラン RI 会
長のテーマである「gift」する事につながると思
いますので、次の事を実行して欲しいとの要請が
ありました。
１．�年間を通じて例会にて月に１回は「四つのテ
スト」の歌を歌う

２．�全会員に配布する「四つのテスト」のカード
を常時携帯し活用してもらう

荒川　聡君（次期職業奉仕委員長代理)
　次年度社会奉仕委員会山田委員長代
理で荒川が出席した。
海津委員長（白根 RC）より、次年度

は「広報公共イメージ向上プロジェクト」が付加
され、社会奉仕委員会／広報・公共イメージ委員
会となった。
　具体的事業計画では、⑴子ども虐待防止（オレ
ンジリボン運動）の啓発・普及、⑵一般市民を巻
き込んだイベント開催、⑶地区 R財団との連携
による地区補助金の有効活用の支援の３点につい
て説明があった。

澤井祥典君（次期国際奉仕委員長）
青少年交換委員会
１．�活動方針及び１年交換、下記交換
の学生募集の依頼について

　2016-2017 年度（田中年度）の募集になるが、
派遣学生の推薦を是非お願いしたいとの事。
２．１年交換制（ブラジル）に派遣の報告
国際奉仕委員会
１．�活動方針及び先に行われた各ロータリークラ
ブ国際奉仕に関するアンケート結果報告

２．�国際奉仕活動へのアイディアとして（何をす
ればいいのか？）

　・�米山奨学生の世話クラブ、R財団奨学生のス
ポンサークラブ、青少年交換学生の派遣・受
け入れ等クラブ活動を通じた国際奉仕活動

　・�地域の国際交流団体や外国人留学生を抱える
教育施設との協力

　・�他の機関への協力（ユネスコ世界寺子屋運動
活動への協力、海外里親制度への協力等）各
クラブで是非国際奉仕活動を行っていただき
たいとの事

３．ソウル国際大会の参加案内
４．�グローバル補助金を使った国際奉仕について
の説明

※�青少年奉仕委員会、米山奨学委員会、ロータリー
財団委員会の報告は次回掲載いたします。

した。
また次年度 RI 会長のK.R ラビンドラン氏は『世
界のプレゼントになろう』をテーマに掲げました。
　それを受け、山本GEは地区テーマとして『夢
（gift）を明日につなげよう』としました。何れも
ロータリアンとしての奉仕の理想の原点ともいえ
るテーマだと解釈致しました。大変有意義な、こ
の地区研修・協議会を終え事実上次年度のスケ
ジュールが具体的に動き出します。
　クラブの皆様にはご指導、ご協力のほど宜しく
お願い申し上げます。

本山秀樹君（次期クラブ奉仕Ａ）
　５月 10 日に開催されました国際
ロータリー第 2560 地区 2015-2016 年
度地区研修・協議会　第２セッション　

クラブ奉仕・会員増強委員会に出席してまいりま
した。
　まず、鈴木重壱パストガバナーから「会員増強
へのヒント」と題し講演を頂きました。その中で、
まずは元気なクラブづくりから始めましょうと有
り、そのために「クラブ・リーダーシップ・プラン」
を大いに利用すること。また、新しい会員を探し
ロータリーのイベントに招き、ロータリーを実際
に体験してもらう。あるいは、入会候補者向けの
説明会、新会員オリエンテーションを開き交流の
場を作る。などお話がありました。その後、新発
田ロータリークラブから会員増強の実例報告があ
り入会見込者に対する継続的なアプローチが大切
であること、退会者に対してはその後もフォロー
し復帰を働きかけることも重要であるとのお話も
ありました。最後に各分区のガバナー補佐から会
員増強の決意表明があり委員会を終了しました。
以上報告いたします。

橋詰敏一君（次期クラブ奉仕Ｂ）
クラブ奉仕委員会・会員増強委員会にて
　主に会員増強についての話題が中心
ではあったが、その中で会員増強・退

会防止としての成功例として、重要点は例会を充
実させる。例会時の席の固定化を避ける。
　新入会員に対するフロー（オリエンテーション）
の充実が大切である。
　また、山本ガバナーの方針説明で四つのテスト
を念頭に、環境変革に対応、公共イメージの向上
を計ることが重要です。

佐藤憲二君（次期職業奉仕委員長）
　地区職業奉仕委員会渡邊嘉子委員長
より、今年度は職業奉仕を職業倫理の
視点からもう一度見つめ直し、ロータ

リアン一人ひとりが「四つのテスト」を念頭にお


